
報道機関の皆さんへお知らせ 
　　　　　　　 報道発表資料の配付日時 ９月５日（木）10 時 00 分 

標 題
北海道・東北ブロック令和６年度林業グループコンクールにおける 

森町林業グループの「最優秀賞」受賞について 

日 時 令和６年（２０２４年）８月２９日（木）  

場 所 ホテル白萩（宮城県仙台市） 

内 容

森町林業グループが北海道・東北ブロック令和６年度林業グループコン

クールにおいて最優秀賞を受賞したのでお知らせします。 

 

＜令和 6 年度の開催概要＞ 

・主催：宮城県、宮城県林業研究会連絡会議、全国林業研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ連絡

協議会（主催は北海道・東北ブロックで持ち回り） 

・後援：一般社団法人全国林業改良普及協会 

・開催月日：令和 6 年 8 月 29 日（木）ホテル白萩（宮城県仙台市） 

・最優秀賞：森町林業グループ（北海道：発表者 奥山 太崇） 

・優 秀 賞：津山町林業研究会（宮城県：佐々木 寿光） 

※北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県の代表 7

グループが活動等について発表し、北海道では、平成 20 年（歌登青年

の山林業グループ（枝幸町））以来 16 年ぶりの受賞。 

 

＜今後の予定＞ 

 最優秀賞を受賞した森町林業グループは、北海道・東北ブロック代表

として、全国林業グループコンクール（東京都）にて発表を行います。

・令和 7 年 2 月 27 日（木）に全国町村会館（東京都千代田区永田町）

で北海道東北、関東山梨、中部北陸、近畿、中国四国、九州の６ブロッ

クから選出されたグループが発表。 

取材に当たっ

て の お 願 い

他 の ク ラ ブ

と の 関 係

※本庁発表 9 月 4 日（水）10:00 

連 絡 先

・森町林業グループ相談役 山口 敏夫 氏（連絡先 090-1526-1661） 

・渡島総合振興局東部森林室普及課主幹兼普及課長 齋藤哲也 

  普及課直通：0138-83-7239 内線：6250-4630 
 

配布形式  電子■・紙□ 渡島総合振興局 ＨＰ掲載  有□・無□ 

 
 
 



別紙１ 
北海道・東北ブロック令和６年度林業グループコンクール要旨 

表彰 道・県 林業グループ名 内容 

最優
秀賞 

北海道 森町林業グループ 

・木炭生産業、製材業の後継者を中心にグループを結成し、30 年間活動を
継続。 

・途中、会員減によるグループ解散の危機を、鉄鋼業、⽔産業などの異業種に
声をかけ乗り越えた。 

・活動は、木育活動や木炭による⽔質浄化、視察研修などに積極的に取り組
み、近年では SDGs の取組として、⽥植えや海のゴミ拾い、植樹祭などを地
元の学生や企業と⾏っている。 

 ⻘森県 
東北町森林組合 

⻘年部 

・コロナ禍で活動が縮小。 
・小学生にコンテナ苗の植樹体験を実施 
・森林資源の管理・回復、清掃など「小⽥原湖プロジェクト」を進め、地域の市
町村と⼀丸となり⽔質改善の取組を⾏った。 

 岩手県 
興⽥地区振興会 
合同会社木樵 

・中学生から⼭林を生かしたお祭りを開催してほしいとの依頼を受け、チェーンソ
ーアート、丸太切り体験、ツリークライミングなどを⾏う「おきた林業祭」を開催。 

・テーマである「林業ってかっけー︕」を地域に伝えることができた。 

優秀
賞 
 

宮城県 津⼭町林業研究会 

・⻑年にわたり、教育機関と連携し森林環境教育を⾏ってきた。 
・地元みどりの少年団に林業体験、⾷育、環境教育を⾏ってきた。 
・工業高校の生徒が建築材としての木材が、どのように植えられ、生産されていく
かを学ばせるため、地元林業事業体へのインターンシップを進めている。 

 秋⽥県 
平⿅地区林業後継

者協議会 

・視察研修や小学生への植樹活動を続けてきた。 
・最近では、森林経営管理制度の対象となる「放置林」を対象に路網⽀援ソフ
ト、森林レーザー測量、AI 搭載ドローンなどスマート林業にも⼒を⼊れている。 

 ⼭形県 庄内⼭菜研究会 
・きのこ、⼭菜、⽵林など特⽤林産に⼒をいれてきた。 
・ラーメンに⼊れるメンマを孟宗⽵を使い作ることで、荒廃した⽵林の整備をすす
め、解消する取組を⾏った。 

 福島県 
会津自然エネルギー

機構 

・きこり不⾜により⼭林の手⼊れがされておらず、松くい⾍、カシノナガキクイムシ
などにより枯れている木が散⾒されている状況。 

・「⼭学校」を開催し、チェーンソーのメンテナンス、伐倒のできる技術者の育成な
ど進めた。 

・近年では、かかり木処理、屋敷林の伐採など、地域の要望に沿った特殊な伐
採方法にも対応した取組を進めている。 

【森町林業グループの概要】 

・設立年月日：平成 7年 7月 7 日 

・会長：長岡 仁（木炭生産業） 

・会員数：36 名（木炭生産業、製材業、鉄鋼業、水産加工業、大工、養蜂家、役場職員等） 

・活動の基本方針 

① 地域への貢献 

木育活動、地域イベントへの出店、SDGs の取り組み、小学生への環境教育等 

② 地域林業及び林産業の発展に寄与 

温泉施設排水の木炭による水質浄化活動、研修会やワークショップの開催等 

③ 林業知識・技術の習得 

先進地視察研修、林業グループコンクール参加、全国植樹祭参加等 

・表彰歴：北海道社会貢献賞（平成 27 年度） 



 


